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最新の解析技術である粒子モデル破壊解析を、 

Winodwsで無償で活用できる 

『はじめてのPeridigm　 

粒子モデルによる破壊解析』発行 

 
　インプレスグループでIT関連メディア事業を展開する株式会社インプレス（本社：東京都千代田区、代表取

締役社長：高橋隆志）は、『はじめてのPeridigm　粒子モデルによる破壊解析』（著者：柴田 良一）をインプレス 

NextPublishingより発行いたします。 
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＜＜発行主旨・内容紹介＞＞ 

本書は、粒子モデルによる破壊解析ツールPeridigm(ペリダイム)と破壊解析支援システムFRAXST(フラクスト)を

活用して、これまでの構造解析では対応が困難な現象として、破断や飛散を伴う破壊現象の数値解析を実現

する方法を解説しています。 

読者としては、幅広いものづくりの構造解析に携わる技術者、大学・高専で構造解析を研究する学生や教員を

想定しています。多くの技術者が利用可能なWindowsのPCを用いて、WSL2上のUbuntu環境において、粒子

モデル破壊解析理論Peridynamicsを実装したPeridigmを実行し、FRAXSTを活用した解析環境の構築から例

題検証までを対象としています。 

解析環境の構築や解析手順を詳細に説明していますので、Windowsの操作に慣れていて、一般的な構造解

析の知識のある方を対象に、幅広く「自動車衝突・構造物倒壊・機械部品破断」などの解析実現を目指すため

の情報となっています。 

（インプレス NextPublishing は、株式会社インプレスR&Dが開発したデジタルファースト型の出版モデルを承継

し、幅広い出版企画を電子書籍＋オンデマンドによりスピーディで持続可能な形で実現しています。） 
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＜＜著者紹介＞＞ 

柴田 良一（しばた りょういち） 

岐阜工業高等専門学校　建築学科　教授 

建設系・機械系を含めた幅広いものづくり分野を活用範囲として、構造解析・破壊解析・流体解析の研究開発

に取り組んでいる。特に、オープンソースツールの活用を積極的に進めており、本書で解説する粒子モデル破

壊解析ツールPeridigmに関しては、破壊解析支援システムFRAXSTの開発に取り組んでいる。これらの成果

は、オープンCAE学会や日本建築学会・日本機械学会などで論文発表している。これまでにも、オープンソー

スツールの解説書を多数出版しており、これを活用した講習会などをCAE懇話会やオープンCAE学会で進め

ており、ものづくり分野における普及活動を展開している。 

新しいAI関連の研究開発として、ニューラルネットワークツールSony Neural Network Consoleや、物理法則を

用いたサロゲートモデルツールNVIDIA Modulusの活用に取り組んでいる。これらのツールを用いて、ものづく

り分野におけるDX対応やデジタルツイン技術の基盤技術に関して、開発企業と連携して活用技術を確立する

ための連携活動を行っている。以上の広範囲な研究開発に関連して、企業との共同研究なども積極的に進め

ている。 

 

＜＜販売ストア＞＞ 

電子書籍： 

　Amazon Kindleストア、楽天koboイーブックストア、Apple Books、紀伊國屋書店 Kinoppy、Google Play Store、

honto電子書籍ストア、Sony Reader Store、BookLive!、BOOK☆WALKER 

印刷書籍： 

　Amazon.co.jp 

※ 各ストアでの販売は準備が整いしだい開始されます。 

※ 全国の一般書店からもご注文いただけます。 

 

【株式会社インプレス】 https://www.impress.co.jp/ 

シリーズ累計8,000万部突破のパソコン解説書「できる」シリーズ、「デジタルカメラマガジン」等の定期雑誌、IT

関連の専門メディアとして国内最大級のアクセスを誇るデジタル総合ニュースサービス「ImpressWatchシリー

ズ」等のコンシューマ向けメディア、「IT Leaders」をはじめとする企業向けIT関連メディアなどを総合的に展開・

運営する事業会社です。IT関連出版メディア事業、およびデジタルメディア＆サービス事業を幅広く展開して

います。 

 

【インプレスグループ】　https://www.impressholdings.com/ 

株式会社インプレスホールディングス（本社：東京都千代田区、代表取締役：松本大輔、証券コード：東証スタ

ンダード市場9479）を持株会社とするメディアグループ。「IT」「音楽」「デザイン」「山岳・自然」「航空・鉄道」「モ

バイルサービス」「学術・理工学」を主要テーマに専門性の高いメディア&サービスおよびソリューション事業を

展開しています。さらに、コンテンツビジネスのプラットフォーム開発・運営も手がけています。 

 

【NextPublishing】 

NextPublishingは、インプレスR&Dが開発した電子出版プラットフォーム（またはメソッド）の名称です。電子書籍

https://www.impress.co.jp/
https://www.impressholdings.com/


と印刷書籍の同時制作、プリント・オンデマンド（POD）による品切れ解消などの伝統的出版の課題を解決して

います。これにより、伝統的出版では経済的に困難な多品種少部数の出版を可能にし、優秀な個人や組織が

持つ多様な知の流通を目指しています。 
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株式会社インプレス　：　NextPublishing推進室 

E-mail: np-info@impress.co.jp 
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